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社外ネッ トワー ク構築に及ぼす

上司の影響

内藤哲雄*・石橋里美林

The Effects of a Boss on the Construc-

tion of Personal Network Outside 

a Company by an Employee 

Tetsuo NAITO and Satomi ISHIBASHI 

We examined the direct anci inciircct cffccls of a boss 

on lhe construction of personal network outsicie a COIll-

pany for self-cultivation by an elllployee. Fortyeight 

Illanagers anci sixtyfive slaffs participatcci in this re-

search. As a result， there were Illutual effects between 

“high estilllation to the boss" anci “the trust frolll the 

boss anci a suborciinate." Thc forlllcr inAuenceci the 

construction of personal network through the Illeciiulll 

of inforlllal association between the boss anci his Illen. 

anci thc latter affecteci it ciircctly 

Key words: boss， personal network， outsicie a COIll-

pany， inforlllal associalion 

目 的

社員が職業的成長をめざして自律的なキャリア形成に取

り制lむことは，個人の自己実現と，人的資源の強化による

企業組織の活tlo化，生産性向 上をもた らし，個人にと って

も企業にとっても有爺である。 このため自 己出発にかかわ

る多級な嬰l王lの検討が試み られてきたが， .ili'rI.'.Ti}評価lされ

i+11されているのがl椴務外交流である。代表的な ものは，

U:I人JJJl時行事(労働と経済，2006)， i飲み会J(FI本産業訓

練協会， 2005)や， メンタリング行動における心Illii(J支

綬 (I(ram，K.， 1983)，関仁1(2005)が旦下見する非公式コミュ

ニケ ーンョンであるが，労働:0:i'J.:を高めるとともに自己啓

発に寄与することが示唆されている。

さて，変革の激しい現代では，情報収集のための社外

不 ソトワ ークが不可欠である (旅rn，2006)。とりわけ，ホ

ワイトカラ ー労働者においては，上級管rl!宇;になるほと，

ト|内外のコミュ ニケーゾ ヨン業務の比豆ーが強まる傾向にあ

る (W!):JI:，2001)。そこで本研究では，本社のホワイ トカ

ラーの，上級管理戦か ら ー般社員までを取り 上げ，個人の

村外ネ ソトワーク憐築に， l[ii¥:協でのIlii¥:務外交流と上司が及
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短報

ぼす ]ì~~1!!J.の ~Tj主的 ・ 間按的効果につ いて検討することを I1

的とした。

方法

調査対象。 製it;i!/~ A社本社社員 116'('， (日~I長クラス 6

:("謀長 11:<""係長 11名，主任 20名， 般fl員 657"

不lリ13名)，'j'. J句作曲官 38.2 歳， 範囲は 18~59 践であっ た。

質問紙の内容 質問は， 三|料(1984)，V迷 (1998)，小

牧.rn巾(1993)， 竹内 (2003)を参考 に作成した， 上πJ.

[111ft.(・古H卜とのコミュニケ ーゾ ヨン， ソーゾャルサポー ト

に|共|する 12Jj~ 自に，社外の人脈，非公式コミュニケ 

j ョンに|品|する 6瓜EIを)1[1えた 18項目。 いずれも 5J訓持

( 1: あてはま ら な い ~5: あてはまる)で評定させた。 質Il~1

紙はi"jI!ii1ζ とに配布され， 19]答は匿名とした。

市吉 果

1::因子法 ・プロ 7 "J クス回転による因-f分析の結;j;l， 4 

因子力、llh:L:された。因子負荷.400未満の 2JQ円を削除し，

再度因-f分析を行 った (Table1参nm。第 11玉1-(は iL丙l

への有fiEii'l'fllliJと命名された。第 2因子は 「トーn'1とi主税か

らの信頼」と的'釈された。第 3因子は 「職務外公流」とf'，

付け られ た。 百~ 4 因子は 「自己啓発の ため の 社外 ネッ ト

ワーク構築」と命名された。各因子のT項員目1得与司恥.'点l

1項;凋目臼数でi制5引引lリlつた1頃貞目訊評Z定平均{値直を尺!度支{得尋点とした。

iI服務外交流」を!lJit介にした分析モデルに基っき， i門己

啓発のための社外ネ y 卜ワ ーク憐築Jに対する卜一百l・郎 F

の直際的 ・間接的彬特を検討するために，ノマス解析をiTっ

た (Figure1参1¥日)。 その結果，i上司への有能評価」とi1:. 

司と後輩か らの信頼」との問には相互因果関係が認め られ

るが，i上司への有能評価」は，i自己啓発のためのト1:外

ネットワーク構築」 に対して有志な直後的封~~~~~を及ぼさ

サ， illii¥:T0外交流」を媒介として影響し，一方 il二rJ'lと後市

からの信頼」 は， 直後 1;t~ ~g:~することが明らかにな っ た。 つ

いで，XJてl支について， i射殺を独立変数として 571<t¥ll1盟

国配i白の分散分析を行ったと ころ， i自己啓発のための社

外ネ y トワーク怖築Jにおいて有意差が認め られた (F(4，

112)=6.00町 ρく.01)0Tukeyの I一応D法による多重比絞の

結果， 一般社以は課長，係長クラスよりも行芯に 「自己併

発のための社外ネソトワ ク」の意欲が低いことがぶされ

た (Table3)。

考 祭

本liJf'j'eの結果は，本(jホワ イ卜カ ラーの自己'd発のため

のt.l:外平 y 卜ワーク 附築行動に， 仁司や郎 |てとの信Hl附i系

m築は I ~i被影響するが，有能と評価できる上司の存花は，

職務外交流を媒介する ことで，効果をもつことをボしてい

る。Ir，則元外交流は，上司との相互のl'1[!W，(や(訂請を深めるだ
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Tublc 1 A 村本社の人的交流についての詳定)¥_伎のIAIf分析の付与f-l

主主IAI下/よプロ 7γ クス""'Ii五i&

あ 11)'1( 
お 21苅f
m 31"1 ( 
;n'llkl I 

I'.，i]はJI";古に優秀である

11分の |司は慌むべきところかたくさんある

II'(/，J!，のリ ダは何iりには る

この人についていこっと¥!.l.う人古川、る

I::"Jは臼分をかわL、が勺てくれていると IJ..I，つ

|バlはi'I分を(口町iしてくれていると，IJ..I，')

L，i]はII:'J，を印せてく れる

I-. ，，'J といえと，円、たいことはは っ きり " える I~lf，f，である

後111からよく白mJf，i.どをされたり 'Mられている

リ-7'ーとして剖lドをm;!7・({I，J(している

~.J.:み会によく誘 hれる

上I1'Jとはフライ ベー lでも父irltかある

n:u旅行等のイベン iが来しみである

~ 1外にも人脈をたくさんfうっている

セミナーやパーティーでは附州(I'Jにi'， ~;I]父検寸る

1，;](取とはI)Jfitf主I1干していると 1.1.1.つ

]);] (市勺

Tublc 2 IAI J土佐11主lilゲIJ

U¥ 1 1刈「 首12内「 苛¥31).、I( ~'\ 'IIAI ( 

0.49 
0.30 0.32 
0.02 0.10 0.:12 

~ p (' 05 ・・'ρ、001

，主各パスは有症なハス(ρζ05)のみを11酷している

Figure 1 tl外不 y 卜ワーク梢築に汝(ます 1-.，-，'Jの{;f;

響のパス解析

Tuble 3 A ト | 本 I1 ・ 各 i~1般の尺 It工 ic;J1Lのムドιj と SD

部長課長係長 i'.f-f: 船社li
I:，，'Jへの(ff世評価 NI 3.1 3.7 3.7 3.7 3.'1 

SD 0.62 0.47 0.79 0.69 0.77 
卜fiJとil;:111からのfa'Ni 111/ 3.7 3.8 :1.6 3.6 3.'1 

SD 0.38 0.52 0.53 0.61 0.63 
峨f持外父if.l M 2.6 2.8 2.8 2.5 2.6 

SI) 0.83 0.77 0.59 0.72 0.85 
U外不!1ワーク問築材 M 2.9 3A 3.2 2.7 2.4 

SI) 0.68 0.69 0.58 0.75 0.79 

ρ<.01** 

Tuble 4 A 社本社 .'..lôlflf;~; 1J の 11，故務外公流の:if辺、 1 ;]:，)

Wffi昨 煤イメ主主 (人) 、1'.巴1

11 -29) 22 2.(-) 
2130-39) 46 2.5 
3140-49) 32 2.7 
"150- ) 13 2.7 

けでなく ， コミュニケ ーゾ ヨンfiEプJを日め，il外に人1I/i(を

得るためのスキ Jレを学習させ， rd:外不 y トワーク十時築の意

欲をr:，'Jめるものと解釈できょう。

ところで， 各I-¥_伎の評定、I'.J丸(TabJe3)から， A tI:Lj，(l 

fI日はi位II;iI:/J<i!仏のi主いを越えて，総じて，職務外公ifriの機

会が乏しいと感じている ことがl切らかにな った。加えて，

H政務外交流について，年齢を独立変数として分散分析をh

なった結集，侮意先は認められ寸 (Tab1c4)，全|玉IfJ'.Jな調育

( 11経新聞，2004)で指摘されるよう な， IIJ代間の認識の

第 1]J，I ( ヨ1211<1( 百， 31刈了 ~， " 1大I(
0.903 0.063 -0.211 0.125 

O.82fi 0.152 0.0'16 0.062 

0.678 0.08'1 0.0'15 0.1112 

0.445 -0.089 0.351 0.032 

0.356 0.31111 0.307 0.155 

0.066 0.7/17 0.195 0.159 

0.064 0.708 0.079 0.025 

0.076 0.596 0.252 0.029 

0.131 0.553 0.063 0.183 

-0.064 0.476 0.076 0.475 

0.085 0.0:32 0.627 0.125 

0.012 0.1112 0.582 0.018 

0.044 0.156 0.538 0.137 

0.090 0.023 0.073 

0.073 0.020 0.205 0.570 

0.193 0.016 0.281 0.323 
3.0112 2.9/12 2.289 1.540 

4:ははられなか った。 また，現業などの実務にかかわり .

将米のためにも社会不 y 卜ワ クの情築がぶめ られる U1:
と 般社員の，社外ネ y 卜ワ ーヲ構築得点も1氏L、。 これ ら

の結果か ら， A ;'-1では，11;連続外交流の(lt!.i!sについて倹什す

ることが必裂であろう。
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